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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（平成 28 年４月１日～平成 28 年 12 月 31 日）におけるわが国経済は、雇用

や所得環境の改善が続くなかで、緩やかな回復基調が続いておりますが、中国経済の減速、米国新政権によ

る政策の動向等、海外経済の不確実性は高まり、先行き不透明な状況が続いております。 

砂糖業界におきましては、消費者の低甘味嗜好を背景に、安価な輸入加糖調製品や高甘味度人工甘味料

の影響を受け、厳しい状況が続いております。 

このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の売上高は、砂糖事業の売上が増加したこと等によ

り、前年同期比 2.3％増の 43,204 百万円となり、経常利益は、砂糖事業の利益が増加したこと等により、

前年同期比 27.2％増の 1,989 百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比 14.4％増の 1,113

百万円となりました。 

なお、平成 28 年８月の台風により当社清水紙筒工場ならびに清水バイオ工場の設備、たな卸資産等が被

害を受けたため、特別損失を297百万円計上しております。 

 

セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

＜砂糖事業＞ 

 砂糖セグメントの売上高は、海外砂糖市況の堅調な推移による販売価格の上昇により、前年同期比 3.7％

増の31,300百万円となり、セグメント利益は、平成28年産原料甜菜の収量の低下や品質の劣化がみられた

ものの、販売価格の上昇に加え、コスト低減に努め、前年同期比75.2％増の545百万円となりました。 

＜食品事業＞ 

食品セグメントの売上高は、オリゴ糖等機能性食品の販売数量増加等により、前年同期比 1.2％増の

2,014百万円となり、セグメント利益は、前年同期比7.9％増の243百万円となりました。 

＜飼料事業＞ 

飼料セグメントの売上高は、配合飼料の販売価格の下落により、前年同期比 3.5％減の 6,036 百万円とな

りましたが、セグメント利益は、配合飼料の販売数量の増加に加え、製造コストの減少により、前年同期比

66.5％増の78百万円となりました。 

＜農業資材事業＞ 

農業資材セグメントの売上高は、そ菜用の紙筒の売上増加等により、前年同期比 4.9％増の 1,907 百万円

となり、セグメント利益は、コスト低減等により、前年同期比223.4％増の40百万円となりました。 

＜不動産事業＞ 

不動産セグメントの売上高は、ほぼ前年同期並の1,017百万円となり、セグメント利益はほぼ前年同期並

の657百万円となりました。 

＜その他＞ 

その他のセグメントの売上高は、貨物輸送の減少等により、前年同期比 5.4％減の 929 百万円となり、セ

グメント利益は前年同期比31.5％減の85百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 11,323 百万円増の 107,514 百万円で、こ

のうち流動資産は、主にその他に含まれる仮払消費税等の増加により前連結会計年度末比9,202百万円増の

56,201 百万円となり、固定資産は、主に投資有価証券の時価の上昇により前連結会計年度末比 2,121 百万

円増の51,313百万円となりました。 

一方、負債の合計は、前連結会計年度末比 9,561 百万円増の 39,180 百万円で、このうち流動負債は、主

にその他に含まれる仮受消費税等の増加により前連結会計年度末比 8,934 百万円増の 25,783 百万円となり、

固定負債は、主にその他に含まれる繰延税金負債の増加により前連結会計年度末比 626 百万円増の 13,396

百万円となりました。 

純資産は、主にその他有価証券評価差額金の増加により前連結会計年度末比 1,762 百万円増の 68,334 百

万円となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  平成29年３月期の業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成28年11月11日に公表いた

しました平成29年３月期連結・個別業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（平成29年

２月10日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 ①原価差異の繰延処理 

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消

が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）及び流動負債（その他）として繰延べております。 

②税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法

定実効税率を使用する方法によっております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  会計方針の変更 

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

  法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に

取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は、軽微であります。 

 

（３）追加情報 

 （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28

日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 

 

 （災害損失引当金） 

  平成 28 年８月の台風により被害を受けた当社清水バイオ工場取水設備の原状回復に要する費用等に備え

るため、当第３四半期連結会計期間末における当該損失見積額を計上しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,952 4,438

受取手形及び売掛金 6,908 5,200

有価証券 7,500 10,000

商品及び製品 23,353 18,512

仕掛品 1,993 3,079

原材料及び貯蔵品 2,089 7,301

その他 1,205 7,671

貸倒引当金 △1 △2

流動資産合計 46,999 56,201

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,080 10,928

その他（純額） 11,766 12,110

有形固定資産合計 22,846 23,038

無形固定資産 139 108

投資その他の資産

投資有価証券 25,174 27,050

退職給付に係る資産 762 847

その他 274 276

貸倒引当金 △6 △8

投資その他の資産合計 26,204 28,165

固定資産合計 49,191 51,313

資産合計 96,191 107,514
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,343 2,395

短期借入金 9,798 13,300

未払法人税等 486 219

その他 5,220 9,868

流動負債合計 16,848 25,783

固定負債

長期借入金 279 281

役員退職慰労引当金 23 10

災害損失引当金 - 199

退職給付に係る負債 4,937 4,897

その他 7,529 8,008

固定負債合計 12,770 13,396

負債合計 29,619 39,180

純資産の部

株主資本

資本金 8,279 8,279

資本剰余金 8,404 8,404

利益剰余金 40,585 40,991

自己株式 △2,497 △2,459

株主資本合計 54,772 55,215

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,850 13,125

繰延ヘッジ損益 △3 2

退職給付に係る調整累計額 △47 △8

その他の包括利益累計額合計 11,799 13,118

純資産合計 66,571 68,334

負債純資産合計 96,191 107,514
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 42,245 43,204

売上原価 30,978 31,181

売上総利益 11,267 12,022

販売費及び一般管理費

販売費 7,845 8,172

一般管理費 2,117 2,210

販売費及び一般管理費合計 9,962 10,383

営業利益 1,304 1,639

営業外収益

受取利息 8 4

受取配当金 323 416

持分法による投資利益 38 35

その他 49 67

営業外収益合計 420 524

営業外費用

支払利息 72 66

固定資産処分損 65 87

その他 23 19

営業外費用合計 161 174

経常利益 1,563 1,989

特別利益

固定資産売却益 - 18

特別利益合計 - 18

特別損失

固定資産処分損 42 48

災害による損失 - 297

その他 - 1

特別損失合計 42 347

税金等調整前四半期純利益 1,520 1,660

法人税等 547 546

四半期純利益 973 1,113

親会社株主に帰属する四半期純利益 973 1,113

決算短信（宝印刷） 2017年01月26日 14時45分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

日本甜菜製糖㈱(2108)　平成29年3月期　第3四半期決算短信

- 6 -



四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 973 1,113

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,416 1,274

繰延ヘッジ損益 △1 5

退職給付に係る調整額 41 39

その他の包括利益合計 3,456 1,319

四半期包括利益 4,429 2,432

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,429 2,432

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高 

外部顧客への売上高 30,190 1,990 6,252 1,817 1,011 41,263 982 42,245

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
131 23 9 59 85 309 5,751 6,061

計 30,322 2,013 6,262 1,877 1,097 41,572 6,734 48,306

セグメント利益 

又は損失（△） 
311 225 47 12 650 1,246 124 1,371

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施
設・書店の営業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 1,246 

「その他」の区分の利益又は損失（△） 124 

セグメント間取引消去 △68 

その他の調整額 1 

四半期連結損益計算書の営業利益 1,304 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高 

外部顧客への売上高 31,300 2,014 6,036 1,907 1,017 42,275 929 43,204

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
129 25 9 37 84 287 5,523 5,810

計 31,429 2,039 6,046 1,944 1,102 42,562 6,452 49,014

セグメント利益 

又は損失（△） 
545 243 78 40 657 1,564 85 1,649

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施
設・書店の営業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 1,564 

「その他」の区分の利益又は損失（△） 85 

セグメント間取引消去 △9 

その他の調整額 △1 

四半期連結損益計算書の営業利益 1,639 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償

却の方法を同様に変更しております。 

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は、軽微であります。 
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